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らびに対照者に肝炎，黄痘の既往がなく，現 1<: HBs 抗原陰性で，他iζ感染性疾患がないことを確認し
他人の血清を注射することの危険性を説明して充分理解が得られ，検査に同意が得られたので以下の検
索をおこなった。
1. 最少膨疹誘発光量 (minimum urticaria dose , MUD )の測定
Slide projector の光を直接皮膚に照射し，膨疹を形成するに要する時聞を測ったところ， 30秒から
5 分までの巾がみとめられた。次iこ monochrometer をつかって 280 nm 以上の単色光をlO nm ごとに









3. 膨疹形成反応に対する Compound 48/80 の影響




光照射した患者血奨を Sephadex G -200 によってゲル漉過し，各分画を患者自身で皮内テストした
と乙ろ， 4 例中 3 例は第 3 ピークの下降線(分子量 1 ， 000- 1 万)に膨疹形成活性を示し，その 3 例中
1 例は第 1 ピーク(分子量30万一 100 万)にも活性を示した。他の 1 例では陰性であったので Sep 一
hadex G 一 75でお乙なったところ，第 1 ピーク(分子量 10万一 100 万)に活性が認められた。 これ
らの活性は光照射によって生じたアレルゲンであると考えられるo
5. 受働転嫁試験
患者血清を対照者の皮内数カ所に 0.1 me ず‘つ注射し 30分 "'72時間経過したのちにおいてprojector
光を 3 分ず.つ照射した。 5 例中 3 例の血清で，それぞれ注射後 6 "'72時間， 6"'7 時間， 2 "'5 時聞に
おいて膨疹形成反応がみられたが，残り 2 例では陰性であった。この結果から， 1 例では I ダ E 抗体，
2 例では 1 9 E 以外の抗体の関与が考えられた。
患者血清を560C~ 4 時間の熱処理または 2 ーメルカプトエタノール処理した後に受働転嫁試験をお乙








受性波長域i乙差異はあっても， この点lζ関して質的に差はないものと考えられる。抗原は分子量 l 万未
満の小さいものと 10万以上大きいものの 2 種類が認められた。抗体の同定は患者血清の特異な性質のた










更に光照射血葉のゲル漉過分画の皮内テストを患者に行い抗原は分子量 1 万未満の小さいものと， 10
万以上の大きいものの 2 種類が認められた。これは本研究ではじめて見出されたものである。
抗体の同定は患者血清の特異な性質のために成功しなかったが 19 E のみでなく他の免疫グロプリン
の関与も推測された。
以上のことから本論文は日光尋麻疹の発症機序を抗原及び抗体の両面から研究したもので，学位論文
として価値のあるものと考えられる。
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